
編集方針

改善の
ポイント

「全体版」と「要約版」の2 つの
メディアを設け、読者の知りた
い情報によって、それぞれのメ
ディアを使い分けられるように
しました。

高速道路事業の実施スキーム
の中でのNEXCO 西日本グルー
プの位置づけを簡潔に説明する
ページを設けました。
（→3ページ）

特集では、ステークホルダー視
点を意識し、その期待にどのよう
に応えようとしているのか、ひと
目で分かるようにまとめました。
（→9～20ページ）

主な
ご意見

情報量が多すぎて消化できない。
読みたい部分がさっと見つかる
ようにしてほしい。

通行料金の使われ方や、高速
道路がどのように運営されて
いるのか、よく分からない。

表現が硬い。もう少し利用者
視点の表現を心がけてほしい。

　NEXCO西日本グループでは、ステークホルダーの
皆さまに当社グループのCSRに対する考え方や取り組
みをわかりやすくお伝えするとともに、ご意見・ご期待を
把握するためのコミュニケーションツールとして、「コミュ
ニケーションレポート」を編集・発行しています。
　2015年度は、これまで冊子のみで発行していたレ
ポートを、「全体版」と「要約版」の2つのメディアで発行
することとしました。詳細な取り組みを網羅的に報告する
「全体版」は、ウェブサイトにすることで、ステークホル
ダーの皆さまが情報にアクセスしやすいように工夫しま
した。また、重要な取り組みを冊子にコンパクトにまと
めた「要約版」では、ビジュアルを多用することで、親しみ
やすく手に取りやすいレポートを目指しました。

レポートへの主なご意見と改善のポイント （「コミュニケーションレポート2014」読者アンケートより）

「コミュニケーションレポート2015」各メディアの情報内容

全体版
網羅的な情報をウェブサイトで開示

要約版
重要な情報を抜粋し、冊子として発行

要約版全体版

報告対象期間：
2014 年4 月1 日～2015 年3 月31 日（一部2015 年4月1日
以降の内容も含みます）

発行時期：
2015 年7 月（前回：2014 年7 月、次回予定：2016 年7月）

参考にしたガイドライン等：
● 環境省「環境報告ガイドライン（2012 年版）」
● GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティ・
リポーティング・ガイドライン第4 版」（持続可能な社会の実
現に向けて、組織の目標と実績について報告するための 国
際的ガイドライン）

● （財）日本規格協会「ISO26000：2010」（企業を含むあらゆ
る種類の組織の社会的責任に関する包括的ガイダンス）

全体版
網羅的な情報をウェブサイトで開示
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